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1. はじめに 
 従来、災害が発生した時に行政機関は正確な

情報を収集し整理することが十分に行えず、対

応の遅れが発生する場合があった。また、収集

する情報も広域情報が主であり、地域の詳細な

被災状況を的確に把握するのに時間を要し、迅

速な対応ができていなかった。 
 そこで、本研究では自転車を利用した被災状

況の情報収集・管理活動を前提として、それを

支援するシステムを検討する。行政の担当者や

ボランティアなど多くの人が自転車を利用して

被災地をまわり、住宅・道路・社会インフラの

損壊状況、交通の混雑状況などを収集する状況

を想定し、それらの自転車の活動状況、および

自転車からの情報を中央でどのように管理し、

適切かつ必要な指示をどのように出すのかとい

う点に焦点を当てた、現場側（自転車）と中央

（情報管理システム）から構成される災害時情

報収集管理システムを検討する。 
 
2. 研究動向 
 被災地域での自転車の利用実態としては、新

潟県中越地震の際に市役所職員の避難所巡回に

使われた[1]。瓦礫等でタイヤがパンクする可能

性があるが、小回りが利くということで重要視

されている。災害時にパンクしにくい自転車の

開発も行われている。 
 収集された情報は共有されることで活かされ

る。市区町村の被災時における情報共有は、ホ

ワイトボードやそこに貼られたメモ書きで行わ

れることが多い。これは自治体の庁舎の空間的

な制約と予算的な制約による。また都道府県に

比べ、管理すべき情報が比較的に少ないと従来

は考えられてきたことによる。しかしこの点に

ついては、実際は非常に多くの情報を収集・管

理する必要があることと、それらを迅速に関係

者間で共有する必要があることが明確になって

きている[2]。例えば、阪神淡路大震災において

は、収集される多くの情報を処理しきれず適切

な対応をとれなかった。 
災害情報の管理を支援する情報システムとし

ては国土交通省による防災システムがある。道

路管理システムや河川管理システムとネットワ

ークで接続されており、相互に情報のやりとり

を行い、例えば防災システムで得た情報を道路

管理システムの道路情報板を通じて市民に情報

提供するなどしている。この種のシステムとし

ては、大画面表示システムを導入し、地図情報

システム（Geographic Information System）を用い

て関連情報を表示している例が少なくない。例

えば三菱電機㈱の「MELVCS（メルビクス）」

[3]は、複数の場所にある端末で同じ画面をリア

ルタイムに表示・操作したり、画面をホワイト

ボードのように利用したりすることができる。 
 本研究においては社会インフラや建物などの

損壊状況の確認などを支援することを想定して

いるので、上記のような自治体における情報収

集・管理の効率化・高度化が支援目的となる。 
 
3. システム概要 
 本論文では、情報の集約の遅れを解消するた

めに自転車を用いた被災情報管理システムを提

案する。これは被災地域において、道路の陥没

や亀裂、隆起等の変化や建物の倒壊や火災等、

現状の調査の支援をするシステムである。 
3.1. 自転車による情報収集とその支援 

 まず、このシステムで自転車を用いることに

よるメリットを再度整理する。 
① 自転車という比較的誰でも乗ることができ

る乗り物を使うことで、調査員の人数の確

保が容易になる。 
② 身近な乗り物であり台数を確保することが

容易である。 
③ 徒歩で行動するよりも効率良く調査できる。

バイクや自動車の方が機動力に優れるが、

免許という制限により人数が限られる。 System Supporting Collection of Disaster Reports by Using 
Bicycles Based on the SRK Model 
Naoya Morikawa and Yoshio Nakatani 
College of Information Science and Engineering, Ritsumeikan 
University 

④ 移動速度がバイクに比べて遅いので、周囲

への注意がしやすく異変に気付きやすい。 
⑤ 車体自体が軽いので走行不能箇所で持ち運

4-539

5ZA-5

情報処理学会第71回全国大会



びによる移動も可能である。 
⑥ ガソリンを必要としない。 
 このシステムの欠点は、調査員の人数が少な

い場合、１人当たりの調査範囲が広くなり情報

収集が遅くなる点である。したがって、十分な

人員を集めることが必要不可欠である。一方で

そのことによって、管理すべき自転車の台数が

増え、管理が難しくなるという問題も抱える。 
 システムの機能として、自転車に乗った調査

員からの GPS データを基に、それぞれの現在地

を地図上に表示しモニタリングする。この GPS
のデータは、調査員それぞれの GPS 付きケータ

イからシステムのサーバに送信することで入手

する。それによってどの調査員がどこにいるか

を把握し、行動を指示することができる。そし

て、危険区域に入った調査員へ警告することも

できる。また、災害発生地域を調査するという

のは事故などに巻き込まれる可能性があるため、

ある調査員が一定時間移動しなかった場合など

のように、何らかのトラブルが考えられる状況

をシステムが自動的に検出し、システムから管

理者に警告する。GPS データを取得できない場

合も同様に警告する。これらの機能により調査

員の被害低減が期待できる。 
3.2. SRK モデルによる支援 

 リアルタイムで収集される多くの情報を管理

するとき、使いにくいシステムでは、緊急事態

が発生しても、情報が錯綜して気づかなかった

り適切に対応したりすることが難しい。本研究

では、このための基本的な支援枠組みとして

SRK 図式に基づく情報提供方法の切り替え方式

を導入することを考える。 
 SRK モデルとは人間の判断や行動を熟練度、

意識性によって分類したモデルである[4]。ここ

で S は Skill（技能）、R は Rule（規則）、K は

Knowledge（知識）を表し、問題解決の種類によ

って用いられる知識源が異なることを表してい

る。技能ベースの問題解決はルーチン的監視制

御であり、ユーザに認知的な負荷をかけず、一

目で状況把握できるヒューマンインタフェース

（HI）が要求される。あらかじめ準備された規

則の適用で問題解決できる規則ベースの問題解

決では、規則を思い出させ、該当する行動を活

性化させる HI が要求される。知識ベースの問題

解決では、ユーザが知識・経験をフル活用して

試行錯誤的に問題解決できる HI が要求される。 
 SRK モデルに基づく HI 設計論として、Vicente
によるエコロジカルインタフェース設計がある。

これは生態心理学の考え方に基づいた、人間―
機械系の設計原理の一つである[5]。防災の分野

では、防災の専門家はいても、日常的に利用す

るシステムはない。本システムについても、災

害時にのみ利用するシステムであり、例え訓練

することが前提ではあっても、緊急時にできる

だけ使いやすい HI を目指す必要性は高い。 
 本研究では生態学的インタフェースに基づき

つつ、より使いやすい HI を目指すこととする。

本研究における技能ベース、規則ベース、知識

ベースそれぞれにおける情報提供方法を図１に

示す。この方法によりユーザが容易に調査員の

管理をすることができると考える。また、被災

状況の情報収集も容易にできると考える。 

 
図１ SRK モデルによる問題解決支援枠組み 

 
4. 今後の課題 
 現在 Windows PC 上にシステムの実装中である。

自転車から収集される情報は 65 インチプラズマ

画面上で管理・提供される。今後、ユーザとし

て想定している行政の方に実際にシステムを使

用してもらい、評価を得たいと考えている。 
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